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～福生の農業の「今」そして「これから」を取材した一冊～ 

市民向け情報誌「福生ライフ Vol.6」を発行します 
 

 

 

 

 

 

 

■市内で農業に携わる 5人の方に聞いた、福生での農業のかたち 

 福生市の農業者数は、総人口のわずか 0.2％に満たないほどであり、子育て世代をはじ

めとする若年層は、農業や地場産野菜について関心を抱きにくい状況となっています。そ

のため、今号は若年層をターゲットに、「福生の農業」を知ってもらうきっかけとして、農

地面積の少ない市内の農業環境の中でも、精力的に農業に携わる人たちやその取り組みを

紹介しています。 

 誌面では、市内唯一の認定農業者が抱く、福生で農業を営む想いや野菜作りにおける独

自のこだわりなどを紹介。また、かつて福生の名産品であった「落花生」を再びまちの特

産品にしようとする取り組みや、稲作体験を通じて次世代の子ども達に農業の楽しさを伝

えようとする方など、5人の方にインタビューをした記事を掲載しています。  

 

■「福生ライフ Vol.6」概要 

【発行日】12月 1日（土） 

【テーマ】「農家と農業とこれからと。」 

【冊子の規格】A4カラー 8頁 

【企画・撮影・編集】市広報担当職員 

【制作期間】約 2か月 

【製作費】印刷製本費：292,680円 

配布委託料：約 400,000円（見込み） 

【PDFデータ】市ホームページに 12月 1日から公開 

 

 

 

 

【問合せ】秘書広報課広報広聴係  ☎042-551-1529 

 福生市では、まちが持つ魅力を伝え、まちの現状とこれからを知ってもらうための

市民向け情報誌「福生ライフ」を、平成 24年から約年 1回のペースで発行しており、

6号目となる「福生ライフ Vol.6」を 12月 1日（土）から市内に全戸配布します。 

 今号は、「福生市の農業」に焦点を当て、昭和の時代から現代にかけての農業の変化

や、市内農家たちが抱く、福生で農業を営む魅力や想いなどを紹介しています。 
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